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はじめに（1/3）

1 フード・マイレージとは

(1) 食料の輸送量に輸送距離を掛け合わせた指標。

フード・マイレージ＝ΣΣ（Ｑj,k×Ｄj）

ただし、

Ｑ j,k＝輸入相手国（輸出国）j からの食料 k の輸入量

Ｄ j  ＝輸入相手国（輸出国）j から当該国（輸入国）までの輸送距離

単位：t･km（トン・キロメートル）

(2) 単に食料の海外依存度を表す自給率とは異なり、輸送距
離を含めた食料の輸入構造を表すもの。

また、二酸化炭素排出係数を乗ずることにより、食料輸
送に伴う環境負荷の大きさを把握することが可能に。
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はじめに（2/3）

2 先行研究等

(1) 本指標は、1990年代にイギリスのNGOによって提唱された
フードマイルズ（Food Miles）を参考としたもの。

(2) わが国においては、谷口・長谷川[1]等の先行研究がある
一方、輸送段階のみに着目していること等、本指標の限界・
問題点を指摘する論調も（松永[2]）。

[1]谷口葉子・長谷川浩「フードマイルズの試算とその意義」『有機農業研
究年報』2、2002、pp.133-137。

[2]松永和紀「食の安全と環境 『気分のエコ』にはだまされない」日本評
論社、2010、pp.6 

[3]中田哲也「食料の総輸入量・距離（フード・マイレージ）とその環境に
及ぼす負荷に関する考察」『農林水産政策研究』5、2003、pp.45-59。
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はじめに（3/3）

4 本稿の目的

(1) 政策研での計測は2001年のデータによるもの。

その後約10年間、世界の食料需給構造は大きく変化、日本
の食料輸入にも大きな影響。

(2) 最新時点（2010年）における日本の輸入食料のフード・マ
イレージを計測し、2001年値との変化の背景について考察。

(3) さらに、主要品目についてのフード・マイレージについて
長期的に計測を行う。
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3 日本の輸入食料のフード・マイレージ

(1) 農林水産政策研究所において計測されたのが最初[3]。

(2) 日本は大量の輸入食料を長距離輸送する過程で相当量の
二酸化炭素を排出していることを明らかに（2001年値）。

日本の輸入食料のフード・マイレージ 約 9,000 億t･km

輸入食料の輸送に伴うCO2排出量 約 1,900 万t/年



http://www.maff.go.jp/j/wpaper/w_maff/h22/zenbun.html

平成22年度
食料・農業・農村白書
（2011.5/31）
における紹介（１）

出典：
22年度食料・農業・農村白書
トピックス
環境問題と食料・農業・農村
（３）

注：本成果は、昨年度の
本学会で報告し「フー
ドシステム研究」に掲
載されたものの引用。



食料・農業・農村白書における紹介（2）

http://www.maff.go.jp/j/wpaper/w_maff/h22/zenbun.html

出典：平成22年度食料・農業・農村白書
トピックス 環境問題と食料・農業・農村（３）



環境ネットワーク埼玉におけるフード･マイレージの取組

埼玉の郷土食、肉汁うどんの
フード・マイレージを計算

http://www.kannet-sai.org/BUY_LOCAL/index.html 7
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輸入食料のフード・マイレージの比較（品目別）



輸入食料のフード・マイレージの比較（１人当たり）
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輸入量と
平均輸送距離

2001 2010     増減
輸入量(千t) 58,496 56,111 ▲4.0%
平均輸送距離(km) 15,396  15,450    0.4% 9



フード・マイレージの変化(2001-2010､寄与度)
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穀物畜産物 油糧種子 飲料
大豆
油かす等

％

品目(類)



小麦、とうもろこし、大豆及び菜種の
フード・マイレージ等の推移
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4品目の増減（国別寄与度）
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